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第４章　推進体制、支援策 

１.推進体制 

「Well-Moving City SAPPORO」の実現には、行政だけでなく、産学官民それぞれの強みを活

かした「共創（Co-Creation）」が不可欠です。札幌市では、この官民共創による官民連携を全庁的に

推進しており、2024年（令和６年）５月に「札幌市官民連携指針」を策定し、同年７月には「札幌市官民

連携窓口（SAPPORO CO-CREATION GATE）」を開設しました。 

 

本ビジョンで対象とするパブリックスペースは、道路、公園、広場、民間施設の公開空地など、その特

性や規模（S・M・L・XL※28）が多岐にわたるため、多様な主体が関与します。この多様性を踏まえ、画

一的な役割分担を定めるのではなく、産学官民それぞれの基本的な役割を明確化した上で、対話と実

践を通じて共創関係を築くための「Well-Moving Network」の設置を検討します。 

 

このネットワークは、主な構成員を市内各地のエリアマネジメント団体、学識経験者、行政等とし、そ

れぞれの課題や強みを持ち寄りながら、対話と実践を繰り返す共創型の運営を目指します。短期的に

は、「Well-Moving推進プログラム」の策定に向けた協働や、実証実験などの共同実施を検討します。

また、長期的には、パブリックスペース活用に関するノウハウ共有をはじめとする「まちづくり人材」の

育成にも連携して取り組むことを想定しています。 

 

2025年（令和７年）７月に開催された「サッポロウォーカブルシンポジウム2025」は、市内各地の

まちづくり団体が一堂に会する貴重な機会となりました。このシンポジウムでは、各団体の活動内容の

共有や、課題解決に向けた討議が効果的であったとの評価が多く寄せられています。今後も、一般市

民を含め、広く札幌市のまちづくりを共有する機会を設けることを検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　    

  

写真：サッポロウォーカブルシンポジウム2025 

※28…S：軒先スケール、M：建築スケール、L：インフラ（広場等）スケール、XL：都市スケール 

　　（「パークナイズ 公園化する都市（学芸出版社）」より引用）  
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前述の「Well-Moving Network」の活動内容とは別に、本ビジョンにおける　産学官民の一般的

な役割分担を以下に明記します。この多様な主体による幅広い活動と、「Well-Moving Network」

との連携により、まちづくりにおいて、活動の裾野の広さと、取り組みの深さの両立を目指します。 

　 

    写真：産官学民が一体となって取り組んだ 

　　　 「新さっぽろワクワク冬の実験フェスタ」の朝礼風景 

⑴　地域住民等 

「Well-Moving City SAPPORO」の実現には、地域住民が最も身近な担い手であり、生

活者の視点によるまちづくりの原動力となります。特に、地域まちづくりの主体（プレイヤー）と

して、パブリックスペースを積極的に利活用していくことが重要です。 

2025年（令和７年）２月には、普段は活用されていない冬の「偕楽園緑地」において、町内

会が主体となり、散策路の除雪やスノーキャンドルの設置、スノーアーティストとの連携により

魅力的な歩行・滞在空間を創出しました。夕方の３時間で約200名の来場者が訪れ、冬期に希

薄になりがちな地域住民同士の久々の交流の場にもなりました。 

また、ミニ大通（北４条通歩行者専用道）では、竣工から50年が経過したミニ大通の魅力を

継承すべく、地域住民や企業が「ミニ大通を未来へつなぐ協議会」を設立しました。2024年

（令和６年）からは、魅力的な空間を活用した「ミニ大通誕生祭」を開催する等、地域主体のまち

づくりが進められています。 

 写真：偕楽園緑地「雪灯りと夜さんぽ」　　　　　               写真：ミニ大通誕生祭 

 

さらに、地域住民が主体的に活動する以外にも「Well-Moving City SAPPORO」の推進

においては、一参加者として地域イベントや町内会活動に参加すること、あるいは移動手段と

して自家用車ではなく公共交通機関を選択することも、重要な役割を果たすことになります。
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⑵　大学・高校等 

大学や高校等の教育機関は、「Well-Moving City SAPPORO」の実現において、知的・

人的資源の担い手として、非常に重要な役割を果たします。大学は都市課題の研究・分析を通

じた政策提言の提供者であり、地域実践の場ではゼミ単位でのまちづくり参画が期待されま

す。実際に、札幌学院大学においては、「札幌市各拠点における持続可能なエリアマネジメント

に係る研究」を行政と協働で実施しました。 

また平岸マルシェ（北海学園大学）や八百カフェ（札幌市立大学）などでは、学生が主体と

なって地域と協働しており、都市に根ざした学びと貢献が展開されています。高校生において

も、札幌市教育委員会が実施する「まなびまくり社」のような探究学習が進められ、若年層が地

域に関心を持ち、まちづくりの一翼を担う動きが芽生えています。 

　   写真：実証実験成果報告会　　　　  　           写真：平岸マルシェ 

⑶　民間企業等 

民間企業等は「Well-Moving City SAPPORO」の実現において、創造性と実行力を発揮

する重要なパートナーです。民間施設等のハード整備においては、低層部におけるにぎわい用

途の導入や、良質なオープンスペース整備などを推進します。また、パブリックスペースにおい

て民間活力の導入により、にぎわい創出を図ることや、エリアマネジメント団体等への参画に

より、地域と連携した「場のマネジメント」を担うことにも期待が高まっています。 

豊平川の河川敷を活用して毎年８月に２週間程度実施される「川見」イベントでは、札幌の短

い夏を自然とともに楽しみ、河川に安全に触れる機会を提供することで、2025年（令和７年）

実績では約５万人以上の来場があり、札幌の夏の文化として定着し始めています。 

 　写真：「川見」を楽しむ人々　　　　　　　　　　　　　　　写真：北３条広場（アカプラ）の民間活用
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⑷　行政 

行政は「Well-Moving City SAPPORO」の実現に向け、本ビジョンを出発点に、具体的

な推進計画である「Well-Moving推進プログラム」を今後策定し、計画的なハード整備やリー

ディングプロジェクトの推進などを着実に進めます。 

札幌市役所内においては、パブリックスペースの円滑な活用をはじめとする諸課題に対し、

本ビジョン策定のために立ち上げた「札幌市ウォーカブル推進本部会議」を継続・発展させま

す。これにより、規制部門を含む庁内横断的な推進体制を整備し、全庁的な推進フローを明確

化することで、一貫した実行力と柔軟な対応力を確保します。さらに、空間活用と官民共創の

ノウハウを持つ人材の育成を積極的に進めます。 

また、前述した「Well-Moving Network」を支援し、市民や企業の創意工夫を引き出すた

め、積極的にデータセットを提供し、オープンデータの利活用を促進します。さらに、これまで都

心部が中心であったパブリックスペース活用施策を、地域交流拠点にも戦略的に展開し、地域

特性に応じた取り組みを推進します。　これに加え、次項で示す「支援制度の構築・運用」を着実

に進めることで、民間主体の活動を後押しする役割を果たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　写真：札幌市ウォーカブル推進本部会議　　　　　　　写真：地下歩行空間のハード整備 
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２.支援策の方向性 

　前項で示した推進体制の効果を最大限に高めるため、行政が実施することで特に効果が見込まれ

る支援策の方向性を整理します。これらの支援策については、2024年度（令和６年度）に実施した

市民公募型実証実験の終了後、参加団体とのワークショップ等で得られた意見に基づき、以下の３

つの柱を中心に検討を進めていきます。 

 

⑴　整備／活用 

「Well-Moving City SAPPORO」の実現には、パブリックスペースの整備と活用を一体

的に促進する仕組みが不可欠です。これまでは道路や広場、公開空地等の整備と活用が切り分

けて考えられてしまうケースや、柔軟な活用をしようとしても制度上の制約等が障壁となるこ

とも多くありました。 

今後は、新たに「歩行者利便増進道路（通称：ほこみち）」制度などを活用し、地域の創意工夫

を反映した空間整備・活用を推進します。さらに、冬季のスノーキャンドル設置などの季節イベ

ントへの支援、再開発時の公共貢献に対する多様なインセンティブの付与、緩和型の土地利用

計画制度の運用による良好な民間都市開発の誘導など、多角的な支援環境を構築していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　写真：福山本通商店街（広島県福山市）　　 　　 　　　　　　　写真：公開空地（モユクサッポロ） 

　　　　　　　　　※令和３年９月ほこみち指定 

 

【既存制度（抜粋）】 

●「札幌市景観まちづくり助成金制度」 

地域住民や団体が行う良好な景観の形成に関する活動（花壇整備など、空間づくりに関

する活動を含む。）に対して助成（上限３０万円）し、活動を後押しする仕組み 

●「緩和型土地利用計画制度」 

　快適な歩行者空間の創出や、にぎわいを生む施設の設置、環境性能の高い建築など、まち

づくりに貢献する開発計画に対して、地区計画などを用いて容積率の制限を緩和する制度
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⑵　手続き／許認可 

パブリックスペースについて、市民公募型実証実験への参加者を対象としたワークショップで

は、「活用したくても手続きのやり方がわからない。」「そもそも活用できることを知らなかった。」

という声が多く聞かれました。 

そこで札幌市では新たに「パブリックスペース活用ガイドライン」を策定します。道路や公園、広

場や公開空地等において、必要な手続きや申請フローを整理し、さらに簡素化できるものは手続

きそのものを減らしていくことや、活用要件の緩和などを検討し、活用者目線に立った取組を推

進していきます。 

 

 

 

写真：公園を活用した子ども向けイベント　　　　　　　　図：千代田区ガイドライン事例 

 

【既存制度（抜粋）】 

●「駅周辺活用スペースにおけるワンストップ相談窓口（手稲駅・苗穂駅等）」 

公共的空間（駅自由通路など）を活用したイベントや活動について、所管部局を横断した

「一括相談・調整」が可能な仕組み。申請者の調整負担が軽減され、地域活動やにぎわい創

出の起点となっている  
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⑶　担い手確保／育成 

町内会加入率の低下や高齢化など、地域の担い手が減少傾向にある中、各地域のパブリッ

クスペースを自ら活用・運営する「担い手」の確保や育成が重要です。そこで札幌市が参画する

「札幌駅前通地区まちづくりプラットフォーム検討会議」では新たに「公共的空間活用人材の育

成」に資する取組である「ストリートデザインスクール」を2024年（令和６年）より開講しまし

た。 

このほか札幌市教育委員会にて実施している探究学習事業では、「都市×教育」の観点を取

り入れ、高校生の探究活動のフィールドとして大通公園を活用するなど、人材育成の場として

のパブリックスペース活用にもより力を入れていきます。 

さらに１人ひとりの人材育成だけでなく、札幌市内各地で活動が活発化し始めているエリア

マネジメント団体について、その重要性を十分に認識した上で、持続可能な支援の在り方を検

討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 写真：新さっぽろワクワク冬の実験フェスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：公共的空間活用実証実験 　 　　　　　　　　　　　　　　写真：時計台前仲通り実証実験 

          ※札幌市立高校​  探究学習協力事業　　　　　    　　　　※ストリートデザインスクール2024 

 

 

【既存制度（抜粋）】 

●「官民連携まちなか再生推進事業」 

　　官民の様々な人材が集積するエリアプラットフォーム構築やエリアの将来像を明確にした未

来ビジョンの策定、ビジョンを実現するための自立・自走型システム構築に向けた取組を総合

的に支援する制度（所管：国土交通省都市局） 

●「まちづくりアドバイザーの派遣」 

大学生等によるまちづくり実行委員会の組織化を支援し、まちづくり活動の成果発表の

場「まちフェス」等の企画・実施を支援する取組  
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３.今後のロードマップ 

本ビジョンは、令和８年（2026年）から令和27年（2045年）までの20年間を見据えた長期的

な計画であり、その実現に向けては、社会情勢や技術革新の変化に柔軟に対応しながら、段階的・戦

略的に推進していく必要があります。したがって、計画の期間を①短期（5年先まで）、②中期（10年

先まで）、③長期（20年先まで）に区分し、それぞれのフェーズに応じた取組を明確化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図：今後のロードマップ 

 

まず、①短期（５年先まで）は、本ビジョンの理念を具体的な事業として着実に実行する期間と位

置づけ、「Well-Moving推進プログラム」や「リーディングプロジェクトの推進」に加え、​
「Well-Moving Network」の設置、支援制度の構築・運用開始を目指します。 

 

次に、②中期（10年先まで）では、短期で得られた成果や市民ニーズ、社会情勢の変化に基づき

施策を見直します。特に、各地区での個別の取り組みに加え、地区間の連携を強化し、効果を面的に

拡大するための推進戦略の見直しを行います。 

 

最後に、③長期（20年先まで）では、社会情勢の変化を見据えた長期的なビジョンの見直しを実

施します。本ビジョンの長期的な方向性は維持しつつも、AI技術の進展など変化の激しい現代に対

応するため、実践と改善の循環を基本とします。毎年のPDCAサイクルを通じ、技術革新や市民

ニーズを柔軟に反映させながら進めていきます。  
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コラム：「まちづくりのリアルを学ぶ！ストリートデザインスクール」 

⑴　「ストリートデザインスクール」とは 

「ストリートデザインスクール＠札幌」は、公共空間の価値を引き出し、まちの課題解決へとつな

げるための実践型まちづくりスクールです。アーバンデザインセンター大宮と札幌駅前通地区ま

ちづくりプラットフォーム検討会議が共同で企画・運営し、受講生は札幌都心部を舞台として街路

空間の魅力や課題を読み解くとともに、リアルな現場でプロジェクト立案・実行までを経験しま

す。学びの中心にはストリートデザインの理論だけでなく、公民連携のプロセスや関係者との協働

を通じた公共空間の利活用が据えられ、受講生自ら社会実験やデザイン提案に挑戦する点が特

色です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：ストリートデザインスクール＠札幌イメージ 

⑵　スクールによるまちづくり人材育成効果 

本スクールは2024年に開講しこれまで２度開催され、札幌時計台の前にある小さな仲通り

（通称：時計台前仲通り）を対象として社会実験を行ってきました。受講生が得たものは単なる知

識ではなく都市空間と向き合う実践力です。札幌都心で社会実験を企画・実施し、地域関係者や

住民と対話を重ねる中で、パブリックスペースの意味やデザインの価値を再発見しました。この過

程を通じて、パブリックスペース活用の企画力、協議・合意形成のスキル、そして現場での対応力

が磨かれます。こうした人材は、「Well-Moving City SAPPORO 2045 ビジョン」において、

パブリックスペースを本当の意味で居心地の良い公共的空間にしていく上で強力な推進力とな

ります。デザイン思考と現場対応力を備えた人材が増えることは、札幌のまち全体の創造力と共

創力を高めることに寄与し、今後もスクールの更なる継続・発展が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：時計台前仲通り社会実験の様子　　　　　　　写真：地域関係者と受講生の集合写真
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コラム：「札幌市ウォーカブルビジョン策定検討委員の皆様から一言」 

有村委員長 

　２年間にわたり、委員の皆様、そして事務局の皆様のご尽力に敬意を表します。

人口減少や高齢化が進むこれからの都市には、人の五感をひらき、小さな感動や

多様な価値を日常の中に生み出す空間が重要です。​
　本ビジョンを契機に、庁内横断で取組を進め、札幌が世界に輝く都市へと発展し

ていくことを期待しています。 

泉山委員 

　ウォーカブルの取組は全国的に社会実験やイベントにとどまる例も少なくありま

せん。札幌には、計画で終わらせることなく、エリアマネジメントや空間整備など具

体的な実践を積み重ね、全国の参考となるモデルを示していくことを期待してい

ます。私も札幌出身として、これからも推進に関わっていきたいと思います。 

大藪委員 

　Well-Movingを都市の上位戦略として明確に位置づけ、部局を越えて実現して

いくことが重要です。本ビジョンは、社会実験や産官学民の連携を重ねながら丁寧

に築かれた点に大きな意義があります。今後はこの成果を生かし、具体的な実践

へと展開していくことを期待しています。 

林委員 

　Well-Movingがまちに浸透していくためには、担い手の育成や官民の対話を

支える仕組みが重要です。目的を共有しながら実践を重ねていくことが、まちの

魅力を高めていきます。札幌ならではの人の温かさや四季の魅力も生かし、今後

の取組をさらに広げていきましょう。 

三谷委員 

　丁寧な議論とプロセスを重ねて本ビジョンが形になったことに大きな意義を感じ

ています。今後は推進体制や仕組みを整えながら、市民や来訪者が歩く体験を通

じて札幌の四季や小さな感動を実感できるまちづくりを、皆で考え実践していき

ましょう。 

道尾委員 

　私自身、15才〜札幌高専生であった時も、その後、イタリアへの海外派遣研究

員時代も、札幌市から奨学金を受け育った身です。札幌の素晴らしい自然環境や

歴史文化を、より多くの皆さまに知っていただき、都市住民として、個々が寛容

で健やかであるような都市形成に寄与したいです。恩返しはいつも頭の中にあり

ますので、引き続き、よろしくお願いします。 

山崎委員 

　Well-Movingを実現した都市の姿を、市民の方々と共創・共有していくことが

重要です。人と人が出会い、交流が生まれるパブリックスペースの活用などを通じ

て、札幌で過ごす時間が心を動かす体験となることを期待しています。本ビジョン

を契機に、目指すまちの姿が広く共有されていくことを願っています。
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パブリックコメント 

⑴　意見募集期間 

令和８年（2026年）１月９日（金）～令和８年（2026年）２月９日（月） 

⑵　意見提出方法 

郵送、持参、FAX、電子メール、札幌市公式ホームページ 

⑶　資料の配布、閲覧場所 

札幌市役所本庁舎（５階まちづくり政策局政策企画部政策推進担当課、２階市政刊行物コー

ナー）、各区役所総務企画課広聴係、各まちづくりセンター 

⑷　パブリックコメントの内訳 

①　意見提出者数、意見数 

意見提出者数：14人、意見数：32件 

②　年代別内訳 

年代 
19歳 

以下 
20代 30代 40代 50代 60代 

70歳 

以上 
不明 合計 

提出者数 ０人 １人 ４人 ４人 １人 ４人 ０人 ０人 １4人 

意見数 ０件 １件 ６件 12件 １件 １２件 ０件 ０件 32件 

③　提出方法別内訳 

提出方法 郵送 持参 FAX  電子メール ホームページ 合計 

提出者数 0人 0人 0人 ０人 14人 14人 

構成比 0％ 0％ 0％ 0％ 100％ 100％ 

④　意見内訳 

主な意見内容 件数 構成比 

「Well-Moving City SAPPORO 2045 ビジョン(案）」全体に対する意見 ６件 18.8％ 

第１章　策定の背景 ６件 18.8％ 

第２章　目指すまちの姿 ３件 9.4％ 

第３章　具体的な取組・手法 １５件 46.9％ 

第４章　推進体制・支援策の方向性 2件 6.3％ 

合　　計 32件 100.0％ 

※ 構成比の算出は四捨五入しているため、合計値とその内訳の累計値とは一致しない場合があります。 

⑤　意見概要 

ご意見の概要と札幌市の考え方についての詳細は、以下からご覧になれます。　

https://www.city.sapporo.jp/kikaku/shomu/walkable/top.html 
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